





































 歯科治療においては患者の咀嚼機能の状態を把握 し, 補綴物装着後の咀囑能率を測定 し治 療 効
 果を判断する必要がある。 しかし, 現在, 外来診療室で短時間に, しかも簡易に咀嚼能率を測定
 でぎるまでには至っていない。 そこで, 著者は外来診療室で、懸蓄に生米を咀嚼させ, 界面活性剤
 ノ二才ン NS_210 (ポリオキシエチレン・ノニルフェニールエーテル) を用いる こ とによって 粉
 砕された比較的大きさのそろった咀囑微粒子を採取 し, フェノール硫酸法によってこれに含ま れ
 る澱粉量 を定量することによって比較的簡易に岨 囑龍率を測定でき る方法を開発 した。
 基礎実験として界面活性剤ノニオン Nシ210 の細生, Giucose に対する影響, そしてフェノ}
 ル硫酸法に対する唾液の影響を調べた。 その結果, 界面活性剤の粘度としては比較的糖度が高く,
 ゲル化 しにくい範囲で, しかも操作 しゃすいノニオ ソ水溶液と して25% (w/w) における粘 度,
 50センチポイ ズが適当であった。 玄た, Giucose の検量線を調べた結果, ノ二才 ン NS-2io の添
 加による影響は無視できるほ ど少なく, フェノール硫酸法に対する唾液の影響も少ないこと がわ
 かっ た。
 咀嚼実験の試料と して精白米を用い, 界面活性剤は薮本濾脂産のノニオン NS-2憩 を甲～'た。
 実験方法は5%フェノールおよび高純度硫酸を嗣いだフェノール硫酸法で行った。 吸光度の測 定
 には日立 Spectro-p赴otometer Modei iOO-10 を, また咀嚼微粒子の採取には久保田遠心羅 KN-70
 を用いた。 被験者は正常咬合を有する本学歯学部学生 および職員の計i6名について行った。 実験
 は0, 10, 20, 40, 60, 80, 120, 160回の各々の阻囑國数で行った。 方法は生米 2.0霧 を咀囑し
 蒸留水 30磁 で洗口しなが ら咀嚼粒子を遠沈管に採取した。 これにノニオγ NS-210 を 1伽4 加
 え4倍希釈のノニオン水溶液とし, その後遠心分離器 (35×9) で3分間遠心 しその上清液をと
 り蒸留水で250倍希釈の水溶液と した。 これらの試料を1磁ずっとリフェノール硫酸法にて呈色反
 応し, 反応熱が下るのを待ち Spectro-P姦otometer を用いて波長 490nm にて吸光度を測定した。
 以上の実験よ 樋且囎曲線を描記 してみると咀嚼回数10回から80國まで直線性がみ られ た。 従っ
 て, 咀嚼曲線の勾配 (tanθ) が咀囎能率の指標となりうることが示唆された。 眠囎回数と吸光度
 のグラフから横軸を咀嚼回数 縦軸を吸光度と し, 咀囑回数ioに対 して吸光度 0ユ のスケールで
 正常咬合者における勾配を調べると 0. 61 であった。 さらに, 本法によって得られた咀嚼曲線の勾
 配値とこれまで一般的に行われている篩分け法によ る咀嚼効率 (石原式) の値と の糧関 を調 べる
 と, その絹関係数は0. 731 で非常に良い相関関係が認められた。
 以上 の結果よ り, 地竜法による簡易測定法は服囑曲線の勾配を求めることにより膿囑能率 を比



















 歯科診療において咀 囑能率の測定は患者の歯牙欠損等による咀 囎機能障害の状態を把握したり,
 補綴物装着等によ る歯科治療の効果を判定するうえに非常に有効な手段である。 しか し現在2. 3の
 咀嚼能率の測定方法があるが, 歯科外来診療室において短時間にしかも容易に行なうことができ
 るまでには至っていない。
 本研究はこの点に着目し, 歯科外来診療室において, より簡易に咀嚼能率を測定できる方法の
 開発をめざしたものである。 その大略は以下の通りである。 (1) 試験食品に生米を爾いる。 (2)
 咀嚼された粒子を界面活性剤ノ二才ン NS-201 (ポリオキシエチレソノニルフェ二心ルエーテ ル)
 を用いて遠心分離し採取す る。 (3) 採取された咀 囑粒子中 に. 含重れる澱粉量をフェノー ル 硫 酸 法
 にて発色し, その吸光度から定量する。 (4) 咀嚼園数と嘘囑粒子中に含まれる澱粉の G1αcose 当
 量との間で膿囎曲線を描かせると, 咀嚼回数80回まではよく直線的に比例するので, 被験者につ
 いてこの傾き (tanθ) を求め, これを健全歯列を有する者の値と比較して咀囎能率を算幸する。
 本方法の特徴は, (1〉 咀嚼粒子の採取は従来の篩分法の場合のように舗によるのではなく, 界
 面活性剤を用いて遠心分離する方法を用いたこと。 (2) 咀嚼効果判定の基準と しては膿囑粒子の
 大きさ, 分擶によるのでなく表面活性剤ノニオン NS-2鶏 によって捕捉される一定粒度の咀嚼粒
 子中に含重れる澱粉の G墨ucose 当量によっていること, の2点であ る。
 従来の齢分法では咀 囎能率の測定を行なう際に咀嚼粒子の乾燥な どにかなりの時間を 要 して い
 たが, 本方法においてはその必要がなくなるため測定の手間が減 り, かっ時間も短縮され為こと
 となった。 またフェノール硫酸反応, 吸光度測定による澱粉の qucose 詣量の定量に咀囎能率箕
 島の基準をおいているので測定の精度が篩分法に比べて上るものと思われる。 しかし咀嚼能率測
 定のため の食最と して は硬さの点 でやや 難点 のある生米を使用 して いる点 は石原式篩分 法 と 全 く
 同 じであり, 今後一考を要するところである。 しか し今後, 咀嚼資料の開発改良によって本方法
 は更に簡易化されるものと思われる。
 また本方法によって実 際に臨床において各種有 床義歯装着 前後の患者 の咀嚼能率 の測 定結果 も、
 現在最 も信藤性 の高い石原式篩分法眺 噛効率測定の方法によ るものと比較 して同様 の値 を得て お
 り, 十分に実際の臨床に応用可能であることを立証 した。 以上のことか ら本研究の結果は歯科臨
 床に貢献するところが大 であ る。 よって本論交は学位授与に値するものと認め る。
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